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▼原発は止めるしかない


　小野寺弁護士のよくわかるお話！　これまでのご活動、これからのご苦労に心からお礼を申し上げるとともに、どんなに小さな一人一人の声もそれが大きな力となることを思い、ますます関心を持って理解し周囲に伝えてゆくことの大切さを自身に言い聞かせているところです。


　驚くような現実をいくつも伺い、悲しみと怒りを禁じ得ません。きょうのお話を伺えて本当に良かったです。ありがとうございました。


　核のゴミ処理を考えただけでも原発は止めるしかありません。こんな明確なことをどうして輸出し再稼働するのか！「無関心」の怖さを思います。


（深大寺南、匿名希望）





▼率直な話に感心しました


　先生ご自身の経験としてご自分は震災までほとんど原発に関心を持たなかったというお話は、正直に語っていただきましたことに感心しましたし、多くの人の持つ心の弱さでもあると思いました。


　戦争、震災のことは語りたくないという気持ちはわからないではないのですが、率直に語ることこそ大切だし、それが、聴き手の気持ちを動かすように思います。気のついたところから声を出しましょう。


　　　　　　（無記名）





▼勇気をもらいました


　避難先でいじめにあった子どものことがマスコミで取り上げられましたが、移住した地域で残酷な差別、いじめにあっている福島の人びと、こんなむごい目にあいながら、裁判を起こすことさえ堂々とできない人びとの現実に言葉を失いました。


　アスベスト、朝鮮人強制連行…など、弁護士として、あきらめず、国家権力とずっと戦い続けているお話に、勇気をいただきました。


  （多摩川、庄司洋子）





▼人ごとではありません…


　福島原発は人ごとではありません。国の責任、東電の責任、加害の責任というものを政府は考えているのだろうかと思います。


　私は戦災で家をなくし、街をなくした浅草生まれの人間です。多くの子どもが亡くなり、国は何にもしてくれず、でした。国の法的責任をしっかりわからせなければばと、この裁判を支援しています。


　小野寺先生、ありがとうございました。熱のこもった、ひとことひとことが、胸に響きました。


（深大寺東　高石陽子）





▼被害試算があったのに


　前橋地裁の判決の意義についての小野寺先生のお話、よくわかりました。新聞では賠償額について「一部勝訴」と報道されていましたが、この判決を基準にしてこれからの訴訟を「人権侵害」として闘える意義が大きいこと、よくわかりました。


　お話の中で、国が原発事故の被害試算を出して、莫大な損害をわかっていながら、原発推進政策を進めたこと、驚きです。その上での安倍政権の再稼働推進、原発輸出は全く許し難い。


　（芦屋市　匿名希望）








第１２３回（４月）例会　参加費300円


保育問題--｢働く｣権利と｢育つ｣権利


　調布市の実態を踏まえて


お話：武藤 千里さん


          調布市議会議員、元保育士


4月29日(土･休)13:30～


於：あくろすホール





いいね!日本国憲法 　平和といのちと人権を! 


５・３憲法集会


5月３日(水･休)11:00～


於：有明･東京臨海防災公園


第１２４回（５月）例会　参加費500円


憲法施行70周年記念集会


  オープニング　調布平和を歌う合唱団


            お話①


            高遠菜穂子さん


                      九条の会世話人


                      イラク支援ボランティア


   お話②


   高良　鉄美さん


      九条の会世話人、


      琉球大学法科大学院教授


5月21日(日)18:00～


於：たづくり1階｢むらさきホール｣
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